

































１ 　片山又一郎著『マーケティング・ケーススタディ：優良日本企業 8 社の顧客創造戦略』、プレジデン
ト社 2005 年 6 月 7 日、11 － 29 頁。
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　朝日のデジタル新聞 2 によると、ビール大手 4 社の 2011 年 12 月期決算において、売上高
はキリンホールディングス（HD）、アサヒグループ HD の 2 社が前年を下回り、純利益はキ
リン HD、サッポロ HD の 2 社が前年以下になったが、カクテルおよびチューハイの売上の






より 14 % 伸ばす計画だったという。






されうると思われる。その特徴とは従来の缶入りアルコール飲料の 6 ～ 7 % に比べ抑制し、
アルコール度数を 3 % とし、ドライビールの 5 % より低いものとしてある。通常の缶チュー






２ 　朝日新聞社のデジタル新聞（2012 年 2 月 10 日）の「キリン・アサヒ減収　ビール各社、カクテルな
ど伸び期待」
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図 1、RTD に関する消費者飲用実態調査
サントリー RTD レポート 2014（サントリー、2014、2、6）
㊟上記の表は、消費者飲用実態調査として、㈱マクロミルにより、最近一カ月にアルコールを飲用した
20 代～ 50 代の男女 3000 人のうち、最近一カ月に市販の RTD を飲用した人は 1406 人に対し、2013 年
11月9日に、インターネット調査を実施した結果である。RTDとは " Ready to Drink "の略称でサントリー
のハイボールのように飲む準備のできた製品を指す。
　サントリーの調査において、20 代の「晩酌」は午後 10 時ごろネットやメールをしながら
飲む人々が 3 割を超えていた。一方で 40 代は午後 8 時ごろに食事と一緒に飲み、ストレス解
消に活用する比率が高く、チューハイ 1 缶を飲むのに、20 代が平均 46 分、40 代は 20 分と、
かなりの世代差があった。





















ビール 2070 . 2（▲ 6 . 0）
発泡酒 545 . 2（▲ 5 . 2）
第三のビール 1480 . 5（ 3 . 2）
合計 4096 . 0（▲ 2 . 8）













191（▲ 9 . 9）
プライムリッチ（アサヒビール） 61（－）
のどごし〈生〉（キリンビール） 435（▲ 10 . 8）
澄みきり（キリンビール） 61（－）
金麦（サントリー酒類） 244（7 . 4）
出典：表 1 , 2 ともに、「ビール系出荷最低、大手 5
社、8 月 2 . 8 % 減　天候不順響く」日本経済新聞、
2013 年 9 月 12 日、17 ページより掲載。
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　問題点 1、 ビール、発泡酒、第 3 のビールの間の差別化は行われているか、またそれはど
　のように行われているか ? について他の酒類との飲用傾向との関係で分析される。


































４ 　David A. Aaker, V. Kumar, George S. Day, MARKETING RESEARCH 5 th ed., John Wiley & Sons, Inc.
（New York 1995）p. 264 － 5
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「ビール系市場の二極化戦略に関する考察」（北原）





盛（scalers）は、極限の尺度カテゴリー（the extreme scale categories）を使用することが
減り、そこで、その結果の反応分布型はさらにもっと尖るであろう。






　　⑤尺度のバランス（Balance of the scale）：











（18 歳未満 ･ 19 歳 ･ 20 歳 ･ 21 歳 ･ 22 歳）
③あなたの帰省地
（市内 ･ 市外の県内 ･ 県外 都道府県 ）
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2、あなたはビール類をどれくらい飲用しますか ?
①あなたが 1 週間の平均的な飲用する頻度をビールの種類別に記入してください。（一つずつ 3
回○）
ⅰ : ビール
（全く飲まない ･ 1 ～ 2 度飲む ･ 3 ～ 4 回飲む ･ 殆ど毎日飲む）
ⅱ : 発泡酒
（全く飲まない ･ 1 ～ 2 度飲む ･ 3 ～ 4 回飲む ･ 殆ど毎日飲む）
ⅲ : 第 3 のビール（雑穀酒）
（全く飲まない ･ 1 ～ 2 度飲む ･ 3 ～ 4 回飲む ･ 殆ど毎日飲む）
②あなたがビール類を飲用するときには一度にどれくらい飲用しますか ?（一つに○）
全く飲まない・200 cc〔コップ 1 杯〕程度・350 cc〔缶ビール 1 本〕程度 ･ 500 cc〔ロング缶 1 本〕





　 （全く飲まない・コップ一杯程度・300 cc ～ 1 L・1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度・1 . 8 L 以上）
ⅱ : 日本酒
　 （全く飲まない・コップ一杯程度・300 cc ～ 1 L・1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度・1 . 8 L 以上）
ⅲ : ワイン
　 （全く飲まない・コップ一杯程度・300 cc ～ 1 L・1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度・1 . 8 L 以上）
ⅳ : ビール類
　 （全く飲まない・コップ一杯程度・300 cc ～ 1 L・1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度・1 . 8 L 以上）
中略
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 ⑤主にコンビニで買って食べる
 ⑥スーパーで買って食べる

















　　調査期間　2009 年 7～ 8月












% 0 . 0 % 8 . 7 % 44 . 4 % 45 . 7 % 100 . 0 %
実数 0 4 20 21 45
女
性
% 4 . 4 % 22 . 2 % 60 . 0 % 13 . 3 % 100 . 0 %
実数 2 10 27 6 45
合
計
% 2 . 2 % 15 . 4 % 52 . 2 % 29 . 7 % 100 . 0 %







男 % 55 . 6 % 28 . 9 % 15 . 6 % 100 . 0 %
度数 25 13 7 45
女 % 42 . 2 % 55 . 6 % 2 . 2 % 100 . 0 %
度数 19 25 1 45
合
計
% 48 . 9 % 42 . 2 % 8 . 9 % 100 . 0 %









　図 1 には、焼酎の男女別飲用量が示されるが女性はほぼ 8 割弱の人々が全く飲用しない。
そして飲用者は 1 リッター未満飲用の人々ばかりである。女性は 45 人中 11 人に飲用され、
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　図 2 には、日本酒の男女別の飲用量が示される。さらに日本酒の需要の沈下が深刻な状態
であることが理解できる。女性は 45 人中 6 人に飲用され、その割合は 13 . 3 % である。男性
は 45 人中 13 人に飲用され、その割合は 28 . 9 % である。
　3、性別からみたビール系飲料の 1 週間の飲用頻度と 1 度の飲用量
図－ 3、性別からみたビール系飲料の 1 週間飲用頻度
　飲用頻度とは飲用機会ともいえる。殆ど毎日飲む人々はタイプ別に皆同じように飲用頻度
が見られるのは、飲用する場合ビール類に差別化をほとんど行っていないという問題が抽出
される。たとえば「殆ど毎日飲む」男性（45 人）は、ビールでは 2 人（4 . 4 %）、発泡酒では
2 人（4 . 4 %）、第 3 のビールでは 2 人（4 . 4 %）で全く同じであり同一人物が皆同じ飲用頻
度を応えた。また同じく女性（45 人）では前二者は 0 人（0 . 0 %）で、第 3 のビールで女性











　「ビール、発泡酒、第 3 のビールの間の製品差別化はとは何か ? またそれぞれのビールのタ
イプの差別化ポイントとは何か ?」が問題点 2 である。
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該当箇所に一つずつ○を記入してください。」の質問に対し、四製品それぞれについて、1 :
「全く飲まない」、2 :「コップ一杯程度」、3 :「300 cc ～ 1 L」、4 :「1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度」、
5 :「1 . 8 L 以上」の 5 カテゴリーからなる回答を、連続量の選択肢として、1 ～ 5 にコーディ
ングしていった。またビール、発泡酒、第 3 のビール（新ジャンル、雑穀酒）の 3 製品の一
週間の飲用頻度を次のような質問項目と回答欄により、データを収集した。
　「あなたはビール類をどれくらい飲用しますか ? あなたが 1 週間の平均的な飲用する頻度を
ビールの種類別に記入してください。」に対する回答を、3 製品別に得た。その回答欄は、1 :
「全く飲まない」、2 :「1 ～ 2 度飲む」、3 :「3 ～ 4 回飲む」、4 :「ほとんど毎日飲む」から構
成されていた。
　90 人の学部学生のうち、45 人が男子学生であり、20 歳 4 人、21 歳 20 人、22 歳以上が、
21 人であった。
　女子学生 45 人は、19 歳以下は 2 人、20 歳が 10 人、21 歳が 27 人、22 歳以上が 6 人であった。
　彼らからえたデータをピアソンの相関係数を産出する SPSS プログラムにより、計算した


















2 3 4 5 6 7




1 *. 265 **. 316
4 1 カ月ビール類飲用量
1 **. 418 **. 439 **. 341
5 1 週間ビール飲用頻度
1 **. 310 **. 320
6 1 週間発泡酒飲用頻度
1 **. 504
7 1 週間雑穀酒飲用頻度 1
注、＊：5 % 水準。＊＊：1％水準で有意なことを示す。
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に起因するとも考えられる。
　図 6、調査対象者たちの期待するベネフィッツを「あなたはビール類を飲む上で一番期待
することは何ですか ?（一つに○）」の質問に対する回答選択肢が以下の 6 選択肢からなって
いた質問項目からえられた。「ⅰ : さわやかな気分、ⅱ : キレのいい苦味、ⅲ : コクのあるうま
み、ⅳ : 楽しくはずむ会話、ⅴ : うまい食事、ⅵ : その他（　）」から回答選択肢はできていた。
期待するベネフィッツを選択した対象者別にそれぞれのビール類またはビール系飲料のビー
ル、発泡酒、雑穀酒（第 3 のビール、新ジャンル）の飲用量はそれら 3 種類のビール類の全
体的な一カ月での飲用量を「全く飲まない : 1」、「コップ一杯程度 : 2」、「300 cc ～ 1 L : 3」、
「1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度 : 4」「1 . 8 L 以上 : 5」の 5 段階で測定し、それらを連続量としての
平均値を計算し、その F 値を算出した。その結果「ビールの一週間飲用頻度」以外において
危険率が 5 % 未満で有意性が検出された。
　一カ月のビール類の全体の飲用量において、最も支持が高かったのは「キレのいい苦味」











い飲用頻度の消費者が選んだ「ベネフィッツ」である（1 週間の飲用頻度 / 発泡酒の平均
値 : 1 . 79、雑穀酒の平均値 : 2 . 11）。平均的に考えて、週に最も多い回数で全然飲まない人も
いる中で、1 ～ 2 度は飲む人が飲まない人の半数以下はいるということである。
　「全く飲まない : 1」、「1 ～ 2 度飲む : 2」、「3 ～ 4 回飲む : 3」、「殆ど毎日飲む : 4」に該当者
数が図 3 をみると、「発泡酒 ; 男性」が「全く飲まない」: 24 人、「1 ～ 2 度飲む」: 14 人、「3
～ 4 回飲む」: 6 人、「殆ど毎日飲む」: 2 人であった。そのため、24 × 0 + 14 × 1 . 5 + 6 ×
3 . 5 + 2 × 7 = 56 となり 56 ÷ 46 なので、男性は平均 1 週間に 1 . 21739 回発泡酒を飲む計算
になる。また「発泡酒 ; 女性」では 16 ÷ 45 = 0 . 3478 回しか一週間に飲まない。「第 3 のビー
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「ビール系市場の二極化戦略に関する考察」（北原）
ル」は、男性は週に平均 1 . 163 回は飲んでいる。女性は一人平均 0 . 2555 回飲んでいる計算














ビ ー ル の 1
週間飲用頻
度
発 泡 酒 の 1
週間飲用頻
度





m 2 . 53 1 . 63 1 . 79 2 . 11
σ 1 . 504 684 . 713 1 . 049
キレのいい苦み
（n= 6）
m 3 . 67 2 . 00 1 . 50 1 . 33
σ 1 . 506 1 . 265 . 837 . 816
コクのある旨み
（n= 12）
m 2 . 25 2 . 17 1 . 75 1 . 75
σ . 965 1 . 030 . 866 . 965
楽しくはずむ会
（n= 27）
m 1 . 70 1 . 30 1 . 22 1 . 11
σ . 823 . 609 . 641 . 320
う ま い 食 事
（n= 11）
m 2 . 18 1 . 55 1 . 45 1 . 09
σ 1 . 537 . 820 . 688 . 302
その他（飲まな
い）（n= 15）
m 2 . 08 1 . 00 1 . 33 1 . 00
σ 1 . 782 . 000 . 888 . 000
合計（n= 90）
m 2 . 17 1 . 51 1 . 46 1 . 40
σ 1 . 360 . 794 . 750 . 773
有意性
F 値 3 . 875 1 . 758 6 . 369 2 . 597




各製品について質問文 1 に対し、1 ～ 6 のカ
テゴリー別の該当者を抽出した上で、質問文








ⅰ : さわやかな気分 : 1
ⅱ : キレのいい苦味 : 2
ⅲ : コクのあるうまみ : 3
ⅳ : 楽しくはずむ会話 : 4
ⅴ : うまい食事 : 5











300 cc ～ 1 L : 3
1 L ～ 1 . 8 L（1 升）程度 : 4











ⅲ : 第 3 のビール（雑穀酒）
全く飲まない : 1
1 ～ 2 度飲む : 2


























　問題点 2「 ビール、発泡酒、第 3 のビールの間の製品差別化はとは何か、またそれぞれの
ビールのタイプの差別化ポイントとは何か ?」に関して考察された。
　問題点 2 に関しては、現在の売れ行き好調のブランドに注目すると、キリンの「ビターズ」
といわれる新商品が好調である。キリンビールは 2014 年 6 月発売缶チューハイ「ビターズ」
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　ビターズはレモンライムやスパイシージンジャーなど 3 商品からなり、果皮のほろ苦い味
わいのアルコール 8 % と高めの度数でビールの代わりに食事中に利用する消費者が増加して
いるとされている。
　特に 20 ～ 40 代の男性を中心に支持され、ユズのすがすがしい香りが特徴の「ほろにが柚
子」というユズの味わいの限定商品を 11 月 25 日に発売し、約 17 万ケースの販売を見込んで
いる。
　3 % の低アルコール飲料市場も堅調だが、比較的アルコール度数の高い 8 % 商品は特に好
調といわれ、サントリーやアサヒビールも新商品の発売を強化しているという 5。
　好調なチューハイ市場に比べ何かと成長の期待できないビール系市場である。
　但し＊≦ . 05、＊＊≦ . 01。
　表 5 にはアルコール飲用頻度とライフスタイル及びビール系飲料の一度の飲用量の相関係
表 5、酒類飲用とライフスタイル変数の相関関係




１カ月の焼酎飲用量 １カ月の日本酒飲用量 １カ月のワイン飲用量 １カ月のビール類飲用量 ビー ルの１週間飲用回数 発泡酒の１週間飲用回数 雑穀酒の１週間飲用回数
無為の休養志向
r . 247 *
P . 018
スポーツ活動志向
r . 266 * . 235 * . 274 ** . 209 * . 261 *








r . 228 * -. 242 *





r . 250 * . 437 ** . 249 * . 401 ** . 267 *
p . 017 . 000 . 017 . 000 . 011
５ 　「缶チューハイ「ビターズ」、初年度販売計画 3 倍に、キリン、2 回目の上方修正」日経ＭＪ（流通

















































受付 : 2014 年 6 月 30 日　　　　　　　　　　　　　　受理 : 2014 年 9 月 20 日
